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研究成果の概要（和文）：三叉神経痛に関与する可能性のある三叉神経節でのGABA systemについて検討した。我々はG
ABABR1とGABABR2サブユニットと補助サブユニットKCTD12とKCTD16の異質な発現をラット三叉神経節（TG）で発見した
。三叉脊髄核尾側（Sp5C）と三叉神経節において免疫共沈降分析とimmnohistohemistryを用いたSp5Cを含むTGと脳幹で
のGABABR1、GABABR2、KCTD12とKCTD16の相互作用が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We investigated GABA system with the trigeminal ganglion with the possibility to 
contribute to trigeminal neuralgia.We found heterogeneous expressions of GABABR1 and GABABR2 subunits and 
auxiliary subunits KCTD12 and KCTD16 in the rat trigeminal ganglion (TG).
The spinal trigeminal nucleus caudalis (Sp5C) is a critical relay site for processing nociceptive 
afferent input from the orofacial area and for its modulation by neuroplastic changes.Axons originating 
from TG carry information from facial and cranial nociception into brainstem.After entering brainstem, 
forming the spinal trigeminal tract and terminate in Sp5C.In this study, interactions of GABABR1, 
GABABR2, KCTD12 and KCTD16 in TG and brainstem including Sp5C using co-immunoprecipitation assay and 
immnohistohemistry.

研究分野：神経解剖学
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１．研究開始当初の背景 
三叉神経節は頭頚部の痛覚を司る神経とし
て知られている。 
三叉神経節では神経細胞体周囲にグリア細
胞の一種である衛星細胞が取り巻いている。 
三叉神経痛の様な慢性的な痛みは神経節内
でのこれらの細胞の異所接合が原因である
可能性がある。 
２．研究の目的 
三叉神経節は、先頭の頚部の痛覚を制御して
いる神経系として知られている。 
慢性的な三叉神経痛により隣接する細胞間
に異所性が起こりそれが神経の異常興奮を
引き起こす原因になってるのではないかと
考えた。これまでの結果から三叉神経節での
の神経伝達制御は、グリア細胞の部類である
satellite cell 神経細胞間で GABA を介して
おり痛み制御において重要な役割をはたし
ていると考えられる、このため GABA 
system を解明する事により三叉神経痛発症
のメカニズムの基礎データーとする。 
 
３．研究の方法 
実験動物：ラット。免疫組織法、免疫細胞法、
免疫沈降法、パッチクランプ法、細胞分画法、
Western 法。 
４．研究成果 
GABAB 受容体は、γ-アミノ酪酸（GABA）（主
な抑制性神経伝達物質）のためのＧタンパク
質結合型受容体である。 
GABAB受容体はGABABR1とGABAR2サブユニッ
トまたは GABAR2 だけで形成されて、脳でほ
とんどすべての神経単位で表される。 
KCTD タンパク質は、受容体反応の薬理学的特
徴とカイネティクスに影響を及ぼすGABAB受
容体の補助サブユニットである。 
我々は GABABR1 と GABABR2 サブユニットと補
助サブユニット KCTD12 と KCTD16 の異質な発
現を免疫組織化学法と免疫細胞法とpatchク
ランプ法にてラット三叉神経節（TG）で確認
した。 

 
 

 
 
 

 
三叉脊髄核尾側（Sp5C）は、orofacial な領
域から、そして、neuroplastic な変化による
その変調のために侵害受容求心入力を処理
することの重要な中継器場所である。 
TG から生じている軸索は、脳幹に顔のおよび
頭蓋痛覚から、情報をもたらす。 
脳幹に入ることの後、三叉神経脊髄路を形成
する、そして、Sp5C で終わりなさい。 
本 研 究 で 、 免 疫 共 沈 降 分 析 と
immnohistohemistry を用いた Sp5C を含む TG
と脳幹の GABABR1、GABABR2、KCTD12 と KCTD16
の相互作用を確認した。 
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